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鳥飼なす観察日記 第 2 回配信 

 

阪南大学国際観光学部 渡辺ゼミ 

 

第 4 回 鳥飼なすの植付 2023 年 4 月 27 日 

 

表紙写真 鳥飼なすの植付。撮影：2023 年 4 月 27 日（金） 
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写真１ 今日から畑に入っての農作業となります。男子学生たちは地下足袋にはき 

かえます。「だんじりみたいだ」との声も。 

 
写真 2 苗もすっかり大きくなりました。 
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写真３ 接ぎ木した部分もちゃんと活着しています。 

 

 

写真４ まず、畝（うね）を整地します。すでにトラクターで畝をたててあります。 

 



4 

 

 

写真５ 次にマルチのシートを張ります。 

 

 

写真６ 1.5m 間隔で両脇にペグを打ってゆきます。 

 



5 

 

 
写真７ まっすぐ張っているつもりでも、結構曲がってしまいます。遠くを見ながら張る

のがコツです。 

 

写真８ 畝の谷間の土を寄せてマルチが風で飛ばないように固定します。 
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写真９ やってみると重労働であることがわかります。 

 

  

写真 10 苗を植える穴を開けてます。 写真 11 先端がギザギザになっております。 
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写真 12 次に苗の植付の準備をします。 
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写真 13 植付用の穴を掘って、ひとつかみ肥料を入れます。 

写真 14 肥料は油かすと米ぬかを 1:1 で混ぜたものです。 
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写真 15 穴に苗を植えてゆきます。       写真 16 両脇から土を寄せます。 

 

 

写真 17 次に支柱を立てます。         写真 18 支柱にひもを結びます。 
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写真 19 一度結んだら苗までよじってゆきます。 

葉や芽が支柱に接触しないように支柱と苗の間隔をあけます。 

 

 

写真 20 苗を結んだら完成です。 
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写真 21 昨日や一昨日の雨を吸って田圃の土はぐちゃぐちゃです。鳥飼なすは低湿地で水

はけの悪い田圃で作ります。水を必要とする鳥飼なすにはこういう所が向いています。 

 

写真 22 最後に苗に水をあげて今日の作業は終了です。 
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鳥飼なす観察日記 第 2 回配信 

 

阪南大学国際観光学部 渡辺ゼミ 

 

第５回 鳥飼なすの支柱立て 2023 年 5 月 26 日（金） 

 

 

表紙写真 鳥飼なすの支柱立て。撮影：2023 年 5 月 26 日（金） 
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写真１ 一番端の列に実生苗（みしょうなえ）   写真２ こちらは接ぎ木した苗です。 

を植えました。今年の春に鳥飼なすの種を植   もう 30cm 近くまで生長しました。 

えて出た苗です。接ぎ木したあとがありません。 花が咲いているのもあります。 

 

 

写真３ 今日は杭打ちをして、支柱をたてます。ちなみに渡邊さんは、５月 30 日と 31 日

に６チャンネルのおはよう朝日に出演するとのこと。「本気でお米作り隊」という企画で取

材に来たそうです。前回のものが Youtube にも出ているのだそうです。 
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写真４ さっそくやってみましょう。 

 

 

写真５ 杭にまっすぐあてるのが結構むずかしいのです。 
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写真６ はずしました。 

 

 

写真８ 杭がボロボロです。 
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写真９ 結束バンドで鉄パイプを杭に     写真 10 杭と杭の間にも支柱を立てます。 

固定します。 

 

写真 11 支柱の間にテープを渡してゆきます。 
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写真 12 鉄パイプの支柱には左から右へ 1 回巻き付け、上から下へ持ってきて、殺します。 

 

 

写真 13 プラスチックの支柱には、左から右へ巻き付けるだけにします。 
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写真 14 あとはこの繰り返しです。 
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鳥飼なす観察日記 第 2 回配信 

 

阪南大学国際観光学部 渡辺ゼミ 

 

 

第６回 鳥飼なすの剪定・枝吊り 2023 年６月 10 日（土） 

 

 

表紙写真 鳥飼なすの剪定・枝吊り 2023 年６月 10 日（土） 
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写真１ 実生苗（みしょうなえ）も生長しています。 

 

写真２ 今日は剪定です。不要な枝葉を切ってゆきます。 
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写真３ まずは下の方からばっさりと。脇に伸びる枝から落とします。 

 

 

写真４ 主要な枝を 3-4 本のみ残します。 

 



22 

 

 

 

写真５ 台木のトルバムの枝です。トゲがあるので要注意です。 

 

 

写真６ こちらは鳥飼なすの枝です。なすにも先端にトゲがあります。根元に近い太い枝に

はありません。トゲは植物が弱い部分を身を守るためにあるのがわかります。 
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写真７ ビニールテープで下から枝を吊ってゆきます。 

 

写真８ 枝を吊ったテープは支柱を渡した紐に結びます。 

どの枝を残すのか、生長した姿を考えるのが重要です。 
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写真９ 学生もやってみます。 

 

写真 10 どこを残そうかな？ 
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写真 11 とりあえず、2 列を終えました。次はいよいよ収穫です。 
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鳥飼なす観察日記 第 2 回配信 

 

阪南大学国際観光学部 渡辺ゼミ 

 

第７回 鳥飼なすの収穫 2023 年７月２日（日） 

 

表紙写真 鳥飼なすの収穫。撮影：2023 年７月２日（日） 
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写真１ 今年の初出荷を迎えました。   写真２ 大きな実がぶらさがっております。 

 

 

写真３ 畑に入って収穫します。足場が悪いのでコンテナが大活躍です。 
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写真４ 一輪車にコンテナを取り付けてバンドで固定しています。 

 

写真５ 見て下さい。この大きななす。傷１つない美品です。 
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写真６ これからは害虫とのたたかいです。6 月 22 日にダニが湧いて消毒をしたそうです。

その時に追肥もしたとのこと。極力消毒はしたくないのですが、被害を食い止めるためには

最低限はせねばならないそうです。テントウムシダマシとかこれからいろんな虫がどんど

ん湧いてきます。蒸し暑いとよく虫が出て来るそうで、ほぼ毎日観察しないと、葉の後ろに

卵を産んできます。 

 

写真７ 収穫後、剪定もします。陽当たりをよくするためと、なすの表面が枝でこすれて傷

つかないようにするためです。前回同様、トルバムの台木から切ってゆきます。 
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写真８ あれだけ剪定したのに 2 週間でさらに枝葉が茂ったのがわかります。 

 

写真９ とりあえず、下の方はすっきりしました。 
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写真 10 枝も吊り直しておきます。      写真 11 上の部分はすぐ着脱できるよう 

特に実のついたあたりは重さを支えられる   に止めておきます。こうすれば、生長に応 

ように念入りに吊っておきます。       じて何度でも吊り直しできます。 

 

写真 12 学生もやってみます。まずは台木のトルバムからです。 
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写真 13 次に不要な枝葉です。枝を吊ると決めた主枝以外はばっさりとやります。 

 

写真 14 「ちょっと切りすぎですかね？」 写真 15 2 時間でコンテナ 3 ケースを収穫し 

「ええねん。すぐ伸びてくるから」    ました。 
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写真 16 家に持ち帰り、コンテナごと洗浄します。 

 

写真 17 なかなかの大きさです。 
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写真18 サイズ観わかりますか？     写真19 中を割ると、種も詰まっております。 

 

写真 20 1 個ずつよく拭いて袋詰めにします。 

 

写真 21 渡邊さんたちが作った出荷用の袋です。農業振興会

で作ったレシピも付けて出荷します。辻さんや前村さんと一緒

にこの袋を作って一緒に出荷しています。この袋、本当によく

できています。60 個あった鳥飼なすのうち、この袋に入らな

かったのは 1 個だけでした。「これ作るのに苦労してんねん」

と渡邊さん。袋が大きすぎると、小さいなすが転がって出てし

まうから、試行錯誤してこの大きさに落ち着いたとのことです。 
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写真 22 近くの田圃も田植えが終わりました。6 月中はあちこちの田植えで忙しかったそ

うです。 

 

写真 23 今年は気温が高かったため、ジャンボタニシによる食害がひどかったそうです。

稲が小さいうちはジャンボタニシが苗を食べてしまうのだそうです。 
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写真 24 これがジャンボタニシです。ある程度稲が生長すると、ジャンボタニシは稲を食

べなくなり、田圃の害虫を食べてくれます。なので、うまくつきあうと頼もしい存在なので

す。でも、気候変動で生長時期に気温が高くなると、被害が大きくなります。 
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写真 25 摂津市商工会が鳥飼なす ONE グランプリを開催するそうです。市内飲食店に呼

びかけ、鳥飼なす料理を提供するそうです。期間は 7 月 20 日から 31 日まで、計 21 店舗で

開催予定です。次回は食べログの配信ですかね。全店制覇をめざします。詳しくは以下を参

照下さい。摂津市商工会鳥飼なすＯＮＥグランプリ (peraichi.com) 

https://torikainasu1gp.hp.peraichi.com/

